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１ 経営戦略の趣旨 

企業団では、「北千葉水道新時代２１（第２次）」（水道事業ビジョン）に掲げる

基本理念『信頼される広域水道を将来へ』のもと、第１５次経営戦略（計画期間：令

和２年度～１１年度）を策定し、本戦略に沿って各種事業を推進してきました。 

企業団の水道施設は建設後４０年以上が経過し、老朽化が進んでおり、これら施設

の更新にかかる財源の確保が課題となっています。将来にわたり、安全な水道用水を

安定的に供給していくためには、財源の裏付けを持った更新計画を策定し、水道施設

への更新投資を着実に進めていく必要があります。 

第１６次経営戦略では、適切な資産管理に基づいた水道施設の維持管理や更新を引

き続き進めるとともに、近年の諸物価上昇や災害リスクの高まりなどの経営環境の変

化にも柔軟に対応し、水道事業の持続的な経営を確保するために必要な各種施策に取

り組みます。 

２ 計画期間 

経営戦略計画期間：令和７年度から１６年度までの１０年間 

給水料金設定期間：令和７年度から９年度までの３年間 

３ 第１６次経営戦略における経営の基本方針 

➢ 安全で良質な水道用水の安定的供給 

・ 必要水量の確保と水道施設の安定稼働 

・ 良質な水道用水の供給 

➢ 災害リスクに備えた危機管理対策の強化 

・ 激甚化・多様化する自然災害に備えた水道施設の構築 

・ 送水管の二重化によるバックアップ機能の強化 

➢ 健全経営の確保 

・ アセットマネジメントを活用した水道施設の計画的な更新 

・ 事業運営に必要な人材の確保・育成 

・ 適切な給水料金の設定 
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４ 基本施策体系と具体的取組事項 

 

 

  

○ 水源開発状況を踏まえた必要水利権の確保

○
アセットマネジメントに基づく水道施設の
適切な維持管理

○ 浄水施設能力の確保

○ 送水管更新事業の実施

○ 水質検査の信頼性確保

○ 安全で良質な水道用水の供給

○ 災害・事故等に強い施設整備の実施

○ 大規模浸水被害を想定した浸水対策の検討

○ 災害時に備えた送水管路管理運転の実施

○ 危機管理能力の充実・強化

○
アセットマネジメントに基づく計画的な施設
更新

○
中長期的視点に立った基幹施設の整備計画
策定

○ 事業運営に必要な人材の確保・育成

○ 健全かつ持続的な経営の確保

○ 地球温暖化対策の推進

○ 効果的な広報活動の実施

基本施策 取組方針 具体的取組事項

安全な水道用水の
安定した供給
【安全】

【取組１】
　安定給水の確保

【取組２】
　水質管理体制の強化

総合的な
災害対策の実施

【強靱】

【取組３】
　防災・減災対策の強化

【取組４】
　災害時の対応力の強化

経営基盤の強化
【持続】

【取組５】
　アセットマネジメントの
　実践による効率的・効果的
　な事業運営

【取組６】
　持続可能な経営基盤の強化
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基本施策① 安全な水道

用水の安定した供給 

【取組１】安定給水の確保 

・水源開発状況を踏まえた必要水利権の確保 

構成団体への一日最大給水量は、令和８年度には 517,550 m3/日となることから、思川開

発事業の工期延伸への対応として、令和７年度及び８年度の必要水量の供給に向け、暫定

水利権を確保します。 

また、令和９年度以降の安定水利権の確保を図るとともに、関係機関に対し、思川開発

事業に係る事業進捗やコスト縮減等に関する要望を引き続き行います。 

〔具体的取組事項〕水利権の確保 

・アセットマネジメントに基づく水道施設の適切な維持管理 

水道施設の老朽化等に起因する事故防止の観点から、水道施設の定期的な点検・調査と

修繕を実施します。併せて、予防保全管理の推進により水道施設の長寿命化に努めます。 

〔具体的取組事項〕委託・修繕の計画的な実施、コンクリート構造物劣化診断 

・浄水施設能力の確保 
浄水施設の稼働状況は、施設利用率及び負荷率ともに９０％前後と高効率である一方で、

施設の停止を伴う維持管理等が困難な状況となっています。維持管理等に伴い、施設の一

部が停止した状況であっても、浄水施設能力を確保するため、沈澱池における沈降促進対

策工事を実施します。 

〔具体的取組事項〕沈澱池沈降促進対策工事 

・送水管更新事業の実施 

既設送水管とは別ルートで新たに送水管を整備することで、災害や事故時だけでなく、

更新などの工事の際にもバックアップ機能を確保し、管路の計画的な保全対策の実施と安

定給水の継続を図ります。 

〔具体的取組事項〕送水管更新事業（第１～３期）、ＤＢ方式導入に係る検討 

 

【取組２】水質管理体制の強化 

・水質検査の信頼性確保 

水道水の安全性を確認するための水質検査は、正確かつ精度を高く保つ必要があること

から、職員の水質検査の分析技術向上を図るとともに、水道ＧＬＰに基づいた精度管理の

徹底に努めます。 

〔具体的取組事項〕水道ＧＬＰの維持、精度管理の徹底、検査方法の妥当性評価 

研修等への参加による技術の向上 

・安全で良質な水道用水の供給 

新たな対応が必要とされる物質の処理や原水水質急変時の対応について、処理工程にお

ける対象物質の低減化対策等、浄水処理改善に向けた調査研究を計画的かつ着実に実施す

ることで、水道用水の安全性を継続的に確保します。 

〔具体的取組事項〕浄水処理に係る調査研究の実施 

基本施策① 安全な水道用水の安定した供給 
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基本施策② 総合的な災

害対策の実施 

【取組３】防災・減災対策の強化 

・災害・事故等に強い施設整備の実施 

災害・事故等に強い送水管路を維持するため、管路付帯設備等の補強対策として、止水

不良が確認された補修弁の交換工事を引き続き実施します。 

また、設備の耐震化については、優先度・重要度の高い設備について、更新時に併せて

耐震性能の向上を図ります。 

〔具体的取組事項〕補修弁交換、送水管路の耐震化（送水管更新事業） 

・大規模浸水被害を想定した浸水対策の検討 

浸水被害による断水のリスクを防止できるよう、ハード整備とソフト対策を組み合わせ

た総合的な対策を実施します。 

外水氾濫対策については、今後の施設更新や地域防災との整合を考慮し、事業計画につ

いて検討を行います。 

〔具体的取組事項〕浸水対策基本方針を踏まえた大規模浸水対策の検討 

定期的な机上・実地訓練の実施 

 

【取組４】災害時の対応力の強化 

・災害時に備えた送水管路管理運転の実施 

災害等により通常とは異なる水運用を行う場合は、送水管内の流速・流向の変化に伴う

濁水の発生が懸念されるため、管理運転計画に基づいた取組を実施しています。 

今後は、送水管二重化後の管理運転における水量や実施頻度などについて検討します。 

〔具体的取組事項〕管理運転の実施（本線及び支線の増量運用、ループ線合流点変更運用等） 

 管理運転計画の見直し 

 

 

 

 

・危機管理能力の充実・強化 

過去の災害の教訓を踏まえた実践的訓練や他の水道事業体との共同訓練の実施等により、

災害対応力の向上を図ります。 

また、発生が懸念される首都直下地震はもとより、その他の災害にも的確に対処できる

よう、災害に対する危機管理体制の点検及び構築を持続的に推進します。 

〔具体的取組事項〕危機管理マニュアルの改正 

定期的な地震防災訓練、個別マニュアルに基づく班別訓練の実施 

衛星電話等による構成団体への通信訓練の実施 

 

基本施策②  総合的な災害対策の実施 

※送水管路管理運転・・・災害時などにおいて通常とは異なる水運用を行った場合でも、濁水の発生なく

送水できるようにすることを目的に、通常運用の中で定期的に送水量や流向を

変更して運転すること。 
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基本施策③ 経営基盤の

強化 

【取組５】アセットマネジメントの実践による効率的・効果的な事業運営 

・アセットマネジメントに基づく計画的な施設更新 

水道施設の点検等を通じ、老朽化などの状態を正確に把握することで、施設の健全性を

適切に評価し、さらに、重要度・優先度を踏まえた計画的な更新を実施します。 

また、施設の長寿命化など、効率的・効果的な施設整備に取り組み、ライフサイクルコ

ストの最小化、事業費の平準化を図ります。 

〔具体的取組事項〕施設更新時期の検討、計画的な施設更新（計算制御設備更新工事等） 

・中長期的視点に立った基幹施設の整備計画策定 

取水場、浄水場及び共有施設等更新のあり方を示すものとして、現行の更新基本計画を

見直し、改めて中長期整備計画として策定します。 

〔具体的取組事項〕中長期整備計画の策定、浄水場等施設更新に係る基礎調査等 

 

【取組６】持続可能な経営基盤の強化 

・事業運営に必要な人材の確保・育成 

今後の事業の見通しを踏まえた、計画的な職員数の管理と適材適所の職員配置等により、

実効的な組織体制を整備します。 

また、知識・技術継承を目的とした職場研修の充実等を図ります。 

〔具体的取組事項〕職員計画の策定、人材育成基本方針・人事評価プログラムの見直し 

各種研修の実施及び相互連携、研修計画のリニューアル 

・健全かつ持続的な経営の確保 

料金収入や企業債等、財源のバランスを考慮した健全な財政運営を行い、世代間の負担

の公平性にも十分配慮した、持続可能な水道事業の運営に努めます。 

また、施設の整備や管理においては、官民連携や事業の広域化など、新たな経営方式の

導入について、情報収集をするとともに検討を行い、経営基盤の強化・効率化に取り組み

ます。 

〔具体的取組事項〕経営基盤の強化・効率化方策の検討 

・地球温暖化対策の推進 

水道事業は多量の電力を消費するため、太陽光パネルの設置による再生可能エネルギー

の利用などを検討し、ＣＯ２排出量の削減に努めます。 

〔具体的取組事項〕再生可能エネルギー設備の導入検討 

・効果的な広報活動の実施 

より多くの住民に対し、企業団の事業における施策の目的や水道料金の使途などを理解

していただくことを目的に、広報誌などを通じて情報発信を行います。 

また、円滑な事業運営に資するべく、企業団の役割や取組が広く浸透することを目指し、

広報手段や媒体の活用方法を検討します。 

〔具体的取組事項〕ホームページ及び広報誌による情報提供 

構成団体等と連携したＰＲ活動の充実 

基 本 施 策 ③  経 営 基 盤 の 強 化 
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５ 投資・財政計画（収支計画）

　① 一日最大給水量・一日平均給水量

（１）業務予定量

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

550,000

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

給水量（㎥）

一日最大給水量

一日平均給水量

供給可能水量（基本水量）

思川開発稼働
（R9～）

525,000㎥（計画一日最大給水量）

　② 年間給水量

164,000

168,000

172,000

176,000

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

給水量（千㎥）

思川開発稼働
（R9～）
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（３）収益的収支

（４）資本的収支

（５）内部留保資金残高
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６ 用水供給料金の設定 

 

 令和７年度からの料金適用期間については、３年間としました。 

料金単価については、料金適用期間中に基本水量が変動しますが、算定した原価と現行料金

単価に大幅な差異がないことから、現行料金単価と同額としました。 

また、令和１０年度以降の料金単価については、令和６年度以降の決算等を踏まえながら、

料金の算定方法も含めて改めて検討していくこととします。 

 

１ 基本料金単価 ５３ 円／㎥ （税抜き） 現行に同じ（据置き） 

２ 使用料金単価 １０ 円／㎥ （ 〃 ） 現行に同じ（据置き） 

３ 基 本 水 量 
R7～R8：日量 ４９９,８００㎥ （安定水利権量） 

 R9  ：日量 ５２５,０００㎥ （安定水利権量） 
現行：４９９,８００㎥ 

４ 適 用 期 間 令和７年度から令和９年度 ３年間 

※この用水供給料金を設定するにあたって、基本水量は安定水利権量とし、暫定水利権量は 

見込まないものとして算定。 
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